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　■　開 催 趣 旨

　現在、日本の海洋政策では海洋再生可能エネルギー、環境モニタリング技術、ウォーターフ
ロントなど、海洋に関する産業が我が国において芽吹き、定着することで持続可能な社会の構
築に貢献することが大いに期待されています。海洋産業の新規参入や新企業育成等が課題とし
て我が国で取り上げられている一方、欧州では風力発電などの海洋産業において先進的な取り
組みが進行中です。
　本シンポジウムでは、海洋産業の実践的な取り組みや今後の展開、また外国における最新の
動向等に関する講演および、港湾都市ヨコハマが海洋産業に関して先進的な都市になり得るか
というテーマでパネルディスカッションを行うことで、今後の海洋ベンチャーの萌芽とその可
能性について参加者とともに考えたいと思います。

　■　シンポジウム・シリーズ「横浜から海洋文化を育む」について

　本学では、統合的海洋教育・研究センター設立以前の 2006 年より、シンポジウム・シリー
ズ「横浜から海洋文化を育む」を開催して参りました。開催時期とテーマは下記のとおりで、
今回で 12 回目を迎えます。
　今後も、市民の皆様に最新の海洋研究の話題や海洋について考える機会を提供して参ります。

　第 1 回 （2006 年  7 月） 「新たな海の世界に向けて」

　第 2 回 （2006 年 11 月） 「東京湾の利用と環境を考える」
　第 3 回 （2007 年  4 月） 「対立と協調の海」　　　　
　第 4 回 （2007 年 11 月）  統合的海洋教育・研究センター設立記念シンポジウム
　第 5 回 （2008 年  3 月） 「統合的海洋教育の将来・国際シンポジウム」（於：パンパシフィックホテル横浜）
　第 6 回 （2008 年 12 月） 「東京湾を知る、守る、利用する」
　第 7 回 （2009 年 11 月） 「海の不思議を探る」
　第 8 回 （2010 年 11 月） 「環太平洋の海洋問題」（APEC 横浜開催・よこはま開港塾）
　第 9 回 （2011 年 11 月） 「知られざる横浜の安心・安全の最前線」
　第 10 回（2012 年 12 月） 「東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災」
　第 11 回（2013 年 12 月） 「かながわの海洋教育のこれから」
　第 12 回（2014 年 12 月） 「海洋ベンチャーの萌芽とその可能性」
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　■　プ ロ グ ラ ム

○ 開会挨拶　　　　
　　　・横浜国立大学
　　　　　学長　鈴木 邦雄
　　　・日本財団 海洋グループ 海洋安全・教育チーム
　　　　　チームリーダー　荻上 健太郎
　　　　（13:00 〜 13:05）
　
○ 講演
　　①「産学官金連携による江戸っ子 1 号プロジェクトの取り組みについて」
　　　　川名 優孝 ／ 東京海洋大学 産学・地域連携推進機構 准教授
　　　　（13:05 〜 13:35）
　　②「日本発、大規模洋上風力発電 プロジェクト始動〜メガサイト鹿島〜」
　　　　小松﨑 衛 ／ 株式会社ウィンド・パワー・エナジー 代表取締役社長
　　　　（13:35 〜 14:05）
　　③「クルーズ寄港地としての横浜」
　　　　木島 榮子 ／ 株式会社カーニバル・ジャパン 代表取締役
　　　　（14: 05 〜 14:35）

＝＝＝＝＝　休　憩　（14:35 － 14:50）　＝＝＝＝＝
　　④「海域利用活性化のためのプレジャーボートの可能性」
　　　　宮本 卓次郎 ／ 横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員 ( 教授 )
　　　　（14:50 〜 15:20）
　　⑤「オランダにおける海洋再生可能エネルギーの最新事例」
　　　　ロブ・ストロークス ／ オランダ王国大使館 科学技術部 シニア・アドバイザー
　　　　（15:20 〜 15:50）
　　⑥「横浜市の海洋に関する取組」
　　　　 　鈴木 伸哉 ／ 横浜市 副市長
　　　　（15:50 〜 16:10）

＝＝＝＝＝　休　憩　（16:10 〜 16:15）　＝＝＝＝＝
○ パネルディスカッション
　　「海洋ベンチャーの萌芽と可能性」
　　　　パネリスト　　　　　講演講師 6 名
　　　　コーディネーター　　中原 裕幸／横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 客員教授
　　　（16:15 〜 17:25）
○ 閉会挨拶　　　　横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター
　　　　　　　　　　　センター長　松田 裕之
 
司会：西　佳樹 ／横浜国立大学大学院 工学研究院 准教授

※�交流・懇親会　（17:45～�）詳細は別途ご案内いたします。
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川名 優孝（かわな まさたか）

小松﨑 衞（こまつざき まもる）

東京海洋大学　産学・地域連携推進機構　准教授

（株）ウインド・パワー・エナジー　代表取締役社長

1995年：東海大学大学院工学研究科修了
1995年：学校法人東海大学　勤務
2005年：国立大学法人東京海洋大学　勤務
2007年：国立大学法人東京海洋大学　社会連携推進共同研究センター　准教授（現：産学・地域連携推進機構）　勤務
学校法人東海大学では学長室入試センターにてシステム開発、運用に従事後、研究推進部、知的財産戦略本部で産学連携コー
ディネータとして活動。主に神奈川県内における中小企業支援、また、中小企業支援団体、地域信用金庫が創設した投資事
業組合、ドイツ技術移転財団との連携なども担当。2005年 9月から国立大学法人東京海洋大学に勤務。2007年 5月から
現職。専門は、産学連携、大学経営、エネルギーコミュニティ、スマートグリッド等

1964年：10月茨城県生まれ（50歳）
1999年：NEDOと風力発電フィールドテスト共同研究実施を機に風力発電事業に着手
2005年：ウィンド・パワーつくば風力発電所　稼働（1000kW× 2基）
　　　　　日立製作所・富士重工業と大型ダウンウィンド型風力発電機を共同開発
2010年：�日本初本格洋上風力発電所ウィンド・パワーかみす第 1、2013年ウィンド・パワーかみす第 2洋上風力発電所

を稼働（2000kW× 15基）
現在、㈱ウィンド・パワー・エナジー代表取締役社長として茨城県鹿島港沖にアジア最大級となる大規模洋上風力発電事業
の準備に着手

■講師プロフィール

木島 榮子（きじま えいこ）
株式会社カーニバル・ジャパン　代表取締役

慶應義塾大学卒業後、海外旅行会社ニュー・オリエント・エキスプレス（株）（現ＮＯＥ）を経て、（株）ヴィーヴルに入社。
アフリカ、南米、ヨーロッパ、中近東等の遺跡、歴史、大自然等をテーマにした旅行商品の企画・手配や、ナイル川、南極、
ヨーロッパ方面のクルーズ商品の企画販売に従事。
1992年：株式会社クルーズバケーション設立
　　　　　�プリンセス・クルーズ、Ｐ＆Ｏクルーズ、キュナード、ハパグロイド、シーボーン、ポール・ゴーギャン等世界

的なクルーズ会社の日本地区販売総代理店となる。
2012年：株式会社カーニバル・ジャパン設立。
　　　　　プリンセス・クルーズ、キュナード、シーボーンのセールス・マーケティングを行う。
ＪＡＴＡ（日本旅行業協会）常任役員
クルーズマスター資格取得　（１９９３年）



─ 5 ─

宮本 卓次郎（みやもと たくじろう）
横浜国立大学　統合的海洋教育・研究センター　特任教員 ( 教授 )

昭和31年 1月：神戸に生まれる
昭和54年 3月：東京大学工学部土木工学科卒業後
　　　　　　　　運輸省入省（港湾局計画課）、
　　　　　　　　国土交通省　中部地方整備局港湾空港部長、
　　　　　　　　国土交通省　港湾局振興課長、
　　　　　　　　国土交通省　東北地方整備局副局長、
　　　　　　　　一般財団法人　みなと総合研究財団　首席研究員、
　　　　　　　　独立行政法人　港湾空港技術研究所　特別研究官、
　　　　　　　　国土交通省を辞職して現職
工学博士（日本大学）
現在の研究テーマとして「遠隔離島での港湾施設の建設、維持管理、利用についての研究」や「災害時の港湾BCPの取り
組みについて」
国土交通省東北地方整備局副局長であった時、３．１１の東日本大震災が発生し、地方整備局の港湾・空港の責任者として、
震災への国の緊急対応を指揮

ロブ・ストローク（Rob Stroeks）

鈴木 伸哉（すずき のぶや）

オランダ王国大使館　科学技術部　シニア・アドバイザー

横浜市　副市長

1992年：�オランダライデン大学日本語学部修士課程終了後、来日。東京大学大学院を経て、1994年、㈱千代田化工コン
サルタントに入社、2003年から東京オランダ王国大使館（科学技術部）勤務。

昭和53年３月�：東京大学工学部卒業
昭和53年４月�：横浜市採用
平成６年７月����：都市計画局都市企画部交通担当課長
平成９年４月����：建築局建築部住宅・教育施設課長
平成11年４月�：建築局建築部企画管理課長
平成13年４月：�建築局部次長（建築部企画管理課長）
平成14年５月：�建築局部次長（住宅部住宅政策課長）
平成15年４月：�都市経営局市長室調査等担当部長
平成17年４月：�まちづくり調整局土地利用・規制担当政策専任部長
平成18年４月�：都市整備局都市企画調整担当政策専任部長
平成20年４月：�都市整備局横浜駅周辺等担当理事
平成22年４月�：建築局長
平成24年４月�：横浜市副市長
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講演 1

産学官金連携による
江戸っ子1号プロジェクトの取り組みについて
川名 優孝 東京海洋大学 産学・地域連携推進機構 准教授
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の 成 の要
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• 発信 機
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日本発 大 洋上風力発電

ー ルー

2 1 12 1 12 1

平成2 年度シンポジウム「横浜の海洋文化を育む」講演２

． の洋上風力発電所

2 12 1 12 1

．ウィンド・パワー・かみす第１洋上風力発電所
か の

2 1

パ
パ

750t ーン 500t ン ー

2 1 12 1

１．ウィンド・パワー・かみす 第１ 第 洋上風力発電所

2 1 2

• 出力2,000kW 大 風力発電機 1 基 総出力 30,000kW
• 年 風 7 2
• 年 総発電 7 ,000,000kW

（ 1 ,000世 年 電力 ）

2 1 12 1

2 1

• 2010年 日本初、本格的洋上風力発電所稼働

• 出力2,000kW風力発電機 7基 総出力 14,000kW
• 茨城県神栖市南浜地先
• 世界で初めて大津波に耐えた洋上風力発電所
• 2013年 新エネルギー大賞受賞（新エネルギー財団）

．ウィンド・パワー・かみす 第１洋上風力発電所

2 1 12 1

５．東日本大震災時のウィンド・パワー・かみす第１洋上風力発電所

2 12 1 12 1

講演 2

日本発、大規模洋上風力発電
プロジェクト始動　～メガサイト鹿島～
小松﨑 衛 株式会社ウィンド・パワー・エナジー 代表取締役社長
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2 1

• 2013年 ー 洋上風力発電所稼働

• 出力2,000kW風力発電機 基 総出力 1 ,000kW
• 茨城県神栖市南浜地先

．ウィンド・パワー・かみす 第 洋上風力発電所

2 1 12 1

地域との連携と挑戦 → 次なるステージへ

地域で再生可能エネルギー産業を育成 見学者が前年度の３倍以上

の 化

風力発電の部品製造・保守を
産学官連携で支援し、雇用を創出

の育成 の

2 1 12 1 2 1

１ ．日本発 大 洋上風力発電所

2 1 11

• 初、 に 洋上風力発電 に （2 ）

• 出力 ,000kW 大 風力発電機 0基 総出力2 0,000kW
• 201 年
• 茨城県

2 1 12 1

．ウィンド・パワー・かみす第 洋上風力発電所
か の

• 初 （ ） た 上 に 洋上風力発電所

2 1

の パ

ン ー の

パ 500t ン ー

2 1 12 1

．日本発 大 洋上風力発電所

2 1 12 1 12 1
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の横浜

ー バル

２ 年 ン ン
横浜

＊ セス

数 、

ー ル

客

＊ クルー

クルー 出

横浜 の

＊ 港の客船寄港
国客船 客船

寄港数

＊ 大 ターミナル の客船 可
のない大空 、バ ー

＊ アクセス 最寄駅 、 空港 、
空港

＊ 観光ス 、 、 、 等

ン

＊ 国客船として て、
市 船

＊ 大型客船の 、 ー 、 等

しい市 の が 、 国 ア ア

＊ 、 の人 が
、 、 人の い、

ース ー としての ルが い

＊ の寄港地 観光地としての魅力が る

２ 年 ２

＊ 入

＊ セス

クルー 出

クルー 出

、 ー クルー 出

＊ セス

数 、

ー ル

客

＊ 出

クルー

内 クルー

クルー

の

＊ 大型客船が寄港する港が限られている
＊ 客船専用バースの有無
＊ スムースなＣＩＱ対応可能なターミナルの有無

入国管理官の人数、 X線手荷物件査装置、
＊ 大型客船客の荷物の出し入れスペースの有無
＊ 寄港地観光用のバスの駐車スペースの有無
＊ 空港、 最寄駅、 市内へのアクセス
＊ 観光地としての魅力
＊ WIFI環境等

講演 3

木島 榮子 株式会社カーニバル・ジャパン 代表取締役

クルーズ寄港地としての横浜
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横浜 の

＊ 大 ターミナル
の 限が ク ー ル

大型客船寄港 の

＊ 国 ア ア、 寄港する客船 大
数の大型客船が 可能な の

＊ スムースなＣＩＱ対応可能なターミナルの有無
入国管理官の人数、 線手荷物件査装置、

＊ 、大 等
空港、 最寄駅、 市内へのアクセス

数の大型客船 入れ 、
と 、 の ク

の

＊ 客船の る 、 大

＊ 寄港 物人 人、

＊ の の る港、 港 との 、

、

＊ い の客船 クルー 、

の港 、

れ 、
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講演 4

海域利用活性化のための
プレジャーボートの可能性
宮本 卓次郎 横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員 ( 教授 )

海 化の の
ジ の

横浜 海洋 育 ン

海

海洋 の

を 海洋を

海洋

２

の 化→ の成

の

海洋 の 化 の の 化 の 化
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の

を
海洋 の

→海洋

海

「 」

海

⭕ の

→ の

⭕ の 化

→ の の

⭕ の の

→ の 化

横浜
２

年

の

ジ
→ の の

２

→ の

ジ の

ウ ン ン

２

ン

→ の

ジ
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海 の の

⭕ ジ の 度

⭕

⭕ ウ ン

のウ ン の

の

ジ

「 」の

の の

→

を

→ 海 の の

の 化

２ → →

を ２ の を

の の

の ２

の →２ の

化 →
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Focus on innovation 

オランダ  
ネ ーの 事  

 
・スト ークス 

科学技術 ・ ー 
オランダ大  
 
2014 12 1日 

国 大学 合 研究 ンター
26 ン

• オランダ

• の ネ ー

•   日蘭協力

>>  Als het gaat om innovatie 3 

5 

日本 オランダ

面積 377,873 
km²

37,291 
km²

10

人口 127.4 
mln

16.5 
mln

8

人口密度 337
p/km²  

442
p/km²

  Randstad 

 オランダ経済省

 １２カ国のネットワーク

 日本事務所５人のスタッフ

 企業・大学・研究所・政府

 日蘭協力

 協定・記事・来日団体・会議など

 科学技術合同委員会

 EU

2 

4 

6 

700万人 

Randstad 

パリ・ロンドン：1000万人 

オランダの 
・面積20％ 
・人口42％ 
・経済50％ 

運輸 

Utrecht 

EXPO 

IT 

港湾 

Rotterdam 

EUゲート 

大使館 
裁判 

政府 Den Haag Green 
Heart 

首都 Amsterdam 

空港 
金融 

講演 5

「オランダにおける
 海洋再生可能エネルギーの最新事例」
ロブ・ストロークス オランダ王国大使館 科学技術部 シニア・アドバイザー
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7 

Green Heart 

9 

・ ス

>>  Als het gaat om innovatie 11

ネ ー政

• 2013 9 な経済 の の ネ ー

• 業・ 団体・ 団体・ ネ
ー ・ 政府など40 の合

• 2050 な ネ ー
な

• 省 ネ・ ネ ー・ の3
スト 国 企業の

• な ネ ー の4 2020 14 2023
16

>>  Als het gaat om innovatie 13

>>  Als het gaat om innovatie 8 

な  

ーン  

-１  

 

１  

国オランダ

>>  Als het gaat om innovatie 10

Situation (NL) – Offshore Wind Energy
Energy Agreement – signed by Dutch Government (September 2013)

NL Targets Offshore Wind:
• 2020: 2700 MW
• 2023: 4400 MW

Current NL Offshore Wind situation 957 MW:
• OWEZ 108 MW 
• Amalia 120 MW
• Luchterduinen 129 MW
• Gemini 600 MW (planned)

Innovation contract:
• Cost of Energy reduced 40% in 2020 (ref 2010)
• Industrial Sector Turnover € 6 billion in 2020
• 12,500 FTE jobs

>>  Als het gaat om innovatie 12

力の

>>  Als het gaat om innovatie 14

• 5 wind farms will be commissioned 
between 2015 and 2019 in 3 areas, 
total 3.5 GW capacity 

• Conditional upon reaching 40% cost 
reduction target 

Wind farm (700 MW) 
 

Existing wind farm /  
Under construction 

 

Appointed area 
 

Proposed area 

Tender 
in 

Capacity  
(in MW) 

Opera-
tional in 

2015 700 2019 

2016 700 2020 

2017 700 2021 

2018 700 2022 

2019 700 2023 
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力 オランダ
 

•   ター ン ン ーク ッ

• 定・   
• ・   大 ・

• な ・ 事 ・ ッ ・

• etc

オフ  
• な 業

• な ・ ク ーン ンカー ー

• 体

• etc 

>>  Als het gaat om innovatie 17

の 力 2 所 220MW
Offshore Windpark Egmond aan Zee OWEZ   

8 26.8km2の 108MW 2006 業
オランダの の ン フ ー の

経 36 のVestas V90 3MWター ン
10 力 ッ ー Royal Dutch 

Shell ー ー会 Nuon 事 Ballast Nedam
Prinses Amalia Windpark 
記OWEZ 23 16.6km2の 120MW 2008
業 60 のVestas V80 2MW

ター ン 19 24mの
ッ ー

Ecoconcern Eneco Energie

15

研究
ECN  ネ ー研究

www.ecn.nl/expertises/wind-energy/

Deltares  タ

www.deltares.nl/en/expertise/101133/offshore1/2041697

Imares  ・ 研究

http://documents.plant.wur.nl/imares/flyers/wind_uk.pdf

TNO  技術研究

https://www.tno.nl/downloads/HR%20Flyer%20Offshore%20Wind_En
glish.pdf

MARIN  研究

>>  Als het gaat om innovatie 19

>>  Als het gaat om innovatie 21

Kentish Flats
OWEZ  
Barrow
Lillgrund  
Burbo Bank
Prinses Amalia  
Inner Dowsing
Lynn
Rhyl Flats 
Horns Rev II
Robin Rigg  
Gunfleet Sands 
Alpha Ventus  
Belwind I 
Rødsand II 

2005

2006

2006

2007

2007

2008

2009

2009

2009

2009

2009

2009

2010

2010

2010

90

108

90

110

90

120

97

97

90

209

180

173

60

165

207

Opera-
tional 

Capacity 
[MW] 

Design and 
Engineering

FoundationsTurbines
+ design 

Installation Maintenance Development 
&
Management 

Other

Management

オランダ

>>  Als het gaat om innovatie 18

BARD 1
Thanet  
Walney I 
Greater Gabbard  
EnBW Baltic I
Ormonde  
Sheringham Shoal  
Walney II
London Array 
Thornton Bank II
Anholt
Thornton Bank III
Lincs
Borkum West II

2010
2010
2010
2010
2010
2011
2011
2011
2011
2012
2013
2013
2013
2014

400
300
184
504
630
150
317
184

185
48

111
400
270
200

Opera-
tional 

Capacity 
[MW] 

Design & 
Engineering

Foundation Turbines
+ design 

Installation Maintenance Development 
&
Management 

Other 

ManagementManagement

185

European Offshore Wind Projects 
(1991-2014)

Netherlands market % in Europe:
Market leader for
• Project Contracting
• Shipping & Installation
• Logistics
• Cabling & Substation
• Foundations/Substructures
• Operations and Maintenance

>>  Als het gaat om innovatie 16

>>  Als het gaat om innovatie 20

Topteam Energy
7 Topconsortia for knowledge and innovation

383 companies and knowledge centres participating (half of 
them SME) 

Focus on carbon reduction and jobs

Next steps:
•Deepening (energy agreement) 
•Connecting (SME, , regions
•Marketing (social acceptance) 

High tech 

Life Sciences Agro-Food 

Logistics

Chemicals 

Creative
Industry 

Water 

a  ic s 

Horticulture 

Energy 

   
  

 

  

TKI Offshore Wind

>>  Als het gaat om innovatie 22

•Government policy to further strengthen high performing 
industry sectors in the Netherland
•TKI Offshore Wind is focussed on offshore wind innovation, R&D 
and strategic support 
•Over 100 companies signed letter of commitment
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174 

100 

40% 
Cost reduction

>>  Als het gaat om innovatie 25

Cost reduction options

Component • R&D / technical development (TR1 tot TRL 7)
• 5 themes  

Windpark
• Value engineering
• Learning by doing
• Scale effects

Sector • Integration within the chain
• Competition

System
• Policy (support, permits, space, R&D)
• Industry policy 
• Energysystem (incl. grid), transition

Offshore Grid by TSO 

>>  Als het gaat om innovatie 23

Connecting OWFs  
• Direct connection to  substation 
• Standardisation – 600 MW
• Redundancy
• Possibly 380 kV
Cost allocation
Terms & Conditions

Essentials

>>  Als het gaat om innovatie 27

• Clear targets for renewable energy deployment are essential.
Based on energy policy analysis, determine offshore wind target

• Determine priority locations based on grid connection costs, 
proximity of harbours, offshore wind conditions, soil conditions, 
water depth, maritime spatial planning aspects, etc.

• Create conditions to allow industry to move fast, incl. incentive 
scheme (e.g. FIT), permit application incl EIA.

• Develop innovation policy to support deployment and export 
opportunities in renewable energy.

2014 10 の来日団体 38 25

>>  Als het gaat om innovatie 29

Project
development

Technology supply
& development

Transport &
Installation

Operation &
Maintenance

End-of-life
solutions

Integrated Project design

Research & Innovation areas

>>  Als het gaat om innovatie 26

•Offshore Foundation technology

•Wind turbines and wind farm 
optimisation

•Electrical network and grid 
connection

•Transport, Installation and 
Logistics

•Operations and Maintenance

Test & Demonstration

>>  Als het gaat om innovatie 24

•Offshore test and demonstration 
sites un  v o nt 
•Multiple locations
•Varying conditions
•Combined with roll out of regular 
offshore wind farms
•Market consultation 

28

力の 国 ント 10 30日
Energy Decisions, with focus on Renewables and Offshore Wind

日 2014 10 30日
所 オークラ

会 ・ ンダー・オランダ 国国

オランダ経済大 日本経済 業省 など

300
会 9 のワーク ッ 25 の ネス・ ー

ン など

>>  Als het gaat om innovatie 30
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Offshore testing and installation techniques: 
Leeghwater Test-site 2016/17

>>  Als het gaat om innovatie 33

Tromp: 75 
km, 24-31 m, 

295 MW 

Grid 
Connection 
Beverwijk 

Purpose
Demonstrating Offshore WE Innovations
Contributing to Breakthrough CoE Target 10 EUR ct / 
kWh
Facilitate economic growth NL Industry

Plan
Combination of Production and Test-site 
Permit and grid connection arranged for
Run by SPC – Tests by ECN 
Built by Contractors for target price 15 EUR ct / kWh
BOOT principle – add. subsidy for Innovations

2013 6 の来日団体 27
 

力 
 
 
 

 
 
 
 
 

・  
 
 
 
 

 
 
 
 

>>  Als het gaat om innovatie 31

ン ー ン  来 ン ト

>>  Als het gaat om innovatie 35

>>  Als het gaat om innovatie 37

ス 50 所 80

>>  Als het gaat om innovatie 34

Integrated Wind Farm design 

>>  Als het gaat om innovatie 32

Logistics
24%

Waiting
61%

Travel
1%

Repair
14%

  
    

Availability [%] 92.6%
Costs [ €ct/kWh] 2.70
Total Effort [M €] 71.30

Operations & Maintenance optimisation

Wind farm Aerodynamics Electrical layout & grid connection

Logistics & installation

>>  Als het gaat om innovatie 36

 

>>  Als het gaat om innovatie 38
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Contact

Rob Stroeks ・スト ークス

  
Senior Advisor / Senior Policy Officer, Science & Technology
オランダ大 科学技術 ・ ー

mail@nost.jp
Tel: 03-5776-5510

>>  Als het gaat om innovatie 39
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講演 6

鈴木 伸哉 横浜市 副市長

横浜市の海洋に関する取組

横浜 の海洋に関する

横浜

、海運の の

大

の の
関内地区と横浜駅周辺地区をつなぎ、都心機能の強化を図る

◆都心部強化事業

国 港都 の横浜

国 港都 ( ）

が国の な国 港都 の
に発 る うに する に 、

、海運 、 が国の国
の に資する

横浜 の

の の

赤レンガ倉庫から見る大型客船 大さん橋国際客船ﾀｰﾐﾅﾙ

横浜の海 洋 に 関 す る 資 源

・国内最大級の港湾・物流拠点

・海洋関連の多様な企業等の集積

（海運・造船、水産、海洋開発資源等）

・都心に近く、人々が集う魅力ある海辺空間

・様々なマリンレジャー、スポーツ
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ら る⼈ を るま く
横浜の経済的 環都市の実

活 る都市の ⽣
４ を⽀える な都市 く

の い なる⼈を やしていく⼈⼈
企業 活 る環境をつくる企業企業

る しての都市を する都市都市

のま く （４ ）

横浜市中期４か年計画
〜 （原案）

〜⼈も企業も輝く横浜〜

海洋 ( ）

・海洋 （ ）

◆海洋が人類等の生命維持に不可欠であること、

◆海洋の平和的かつ積極的な開発や利用を図ること

◆海洋環境の保全を図ること

などにより、新たな海洋立国の実現を目指している！

◆海洋が人類等の生命維持に不可欠であること、

◆海洋の平和的かつ積極的な開発や利用を図ること

◆海洋環境の保全を図ること

などにより、新たな海洋立国の実現を目指している！

海洋エネルギー
利用

海洋産業
振興

海上輸送の
拠点整備

海洋の
安全確保

海洋環境の
保全

防災対策
減災対策

海洋教育の
充実

海洋理解の
増進

海洋基本計画

自治体の
主な取組

施策33 環境未来都市にふさわしいエネルギー施策
と低炭素なまちづくりの推進

に る な海洋関連

施策26 国際競争力の強化と市民生活を豊かにする
総合港湾づくり

施策35 水と緑にあふれる都市環境

施策34 横浜らしいエコライフスタイルの実践と
豊かな生物多様性の実現

施策25 魅力と活力あふれる都心部の機能強化

施策８ 大学と連携した地域社会づくり

海洋 の 海洋に関する の

（大 連 く ）

の産 の ー 等に る の
人

人 、 する人

の連

ン 発

直⾯する課題に対し、計画期間（４年間）において
何をするのかを明らかにする。
◆４つの視点
「⼥性・⼦ども・若者・シニアの⽀援」
「市⺠⽣活の安⼼・充実」
「横浜経済の活性化」
「都市機能・環境の充実」

36施策

各施策の⽬標や⽅向性を踏まえた、具体的な取組の想定事業量などを⽰す。

横浜市中期４か年計画
〜 （原案）

〜⼈も企業も輝く横浜〜
基本政策

1.海洋の開発及び利用と海洋環境の保全と調和
・海洋資源の開発及び利用と海洋環境の保全と調和
・海洋環境の保全等

2.海洋の安全確保2.海洋の安全確保

3.科学的知見の充実
・海洋科学技術に関する研究開発の推進等
・海洋調査の推進

3.科学的知見の充実
・海洋科学技術に関する研究開発の推進等
・海洋調査の推進

4.海洋産業の健全な発展
・海洋産業の振興及び国際競争力の強化
・海上輸送の確保

5.海洋の総合的管理
・EEE等の開発の促進
・沿岸域の総合的管理
・離島の保全等

5.海洋の総合的管理
・EEE等の開発の促進
・沿岸域の総合的管理
・離島の保全等

6.海洋に関する国際的協調6.海洋に関する国際的協調

7.海洋教育の充実及び海洋に関する理解の増進

海洋に関する に の

海 拠点の
（国 力の にする 港湾 く ）

な な

海 の の

・国内 物の集 に る港 く

海洋 の 等
（ な く の 、 な 物多様 の ）

多様な 物 く
・ 企業 水

・ の マ の な 多様な 物が する
水辺 の



─ 27 ─

す 海 く
（横浜 ー ー ン 業）

、 る の
を と 化 、 辺 の を る と

を

● 公 、 の
と 、 場 成 。

● （ の か・ 場 ） 、
。

す 海 く
（ な海 く 業）

力 発 業

（ マ ン ）

●事業の概要
・所在地：瑞穂ふ頭地内 市有地
・稼働年月：平成１９年３月
・年間発電量：約２２０万ｋｗｈ

●諸元
・最高到達点 ：１１８ｍ
・ローター直径： ８０ｍ

●事業手法
建設工事費は約５億円でその財源は、

ＮＥＤＯからの補助金と市債（住民参加
型市場公募債「ハマ債風車」）で構成。

する ー ポー 、 船の

多様な水 の に る港の魅力

海洋 の

客船

・ 心 に 港
（港のスマー ）

横浜 る、 の 化、 化、
る の を 、 る の

を

す 海 く
（ な海 く 業）

海洋 の

水 船の 、 ー ー な の
様々な ン の

レジャー ー ー な のレ リ ー ン
ン 等、水 の の積 な開

あ が う




